５　大庄屋懸米三分一銀米
　　　　　　　　　 大庄屋の役料事務費の負担は、村としての借用銀の年賦償還費で、たとえば牛銀の元利年賦償
還額のごときであろう。

　このほか、御年貢取立村役人寄合、収納割入用御蔵手合入用、改入用などは、年貢御蔵納にまつわる諸入費で、御蔵手合入用などはお蔵役人へのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わいろ),賄賂)であろう。それにしても、３石６斗の年内年寄御用に罷出（出張）旅費と、弐石弐升の「年中庄屋年寄小入用」の支出額は、どうみても
村役人の役得　　　　多過ぎる。現在の米価と対比すれば、この小費目だけでも４万円近くになる計算である。年間歳出拾３石２斗２升であるから、わずか２０戸たらずの白石村で、２０数万円を村内から徴収したことになり、これを藩から割りあてる毎年の土免状（年貢状）から差し引いてくれないとなると、大変な負担である。この「不時入用帳」の調整は、その年の１２月で、すでに年貢上納はすんでおり、これを差し引いた形跡はない。そうすると、事務費の名目で搾取した多額の米は、いずれも村役人層のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふところ),懐)に納まったことになる。こういうところに、封建的藩制下に小数の頭百姓がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふと),太)り水呑百姓が窮地におちいって、上・下層のへだたりがはなはだしくなった原因の一つがひそんでいたのではないだろうか。そのほかの原因として、高利の貸銀、田畑、山林の質取り（月間２割５歩は普通であった＝証文実在）あるいは鋳物師、酒造、麴造、紺屋など、特権階級のみの許可制家業による別途収入、また地利米搾取など造産の途もあったが、これらの特殊家業は、耕作にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くぎ),釘)づけされている百姓には絶対ゆるされなかった。
百姓の営農生活　　　　「御百姓は朝暮星を戴て山野を相EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かせ),稼)ぎ春夏秋冬之暇なく艱難苦労して五穀を作り御年貢を納め上々様方を始め以下の庶民に至るまで養ひ侯者ニ付民者邦之本と自レ古重く被レ称は先年も甲EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きけ),聞)候通別而当御代様ハ御百姓を御子の如く思召成丈ヶ心を尽し難儀なる事をハEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はぶ),省)き少シニ而も仁慈を施し遣し候様御沙汰被為云々」（安政５年１２月鳥取藩の達）と恩威両面からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くさび),楔)をうって身うごきならないようにしている。これが封建政治下の営農生活の骨格である。なお農民のみならず、一般庶民生活をしのびうる内容が、このつぎにくわしくあげられている。
庶民生活の改革布　　　「御百姓之難儀筋之事者近来品々御改正ニ相成既ニ当秋も前々より数拾年来御郡々江被成御懸

達　　　　　　　　　候御膳籾撰立納方等之儀ニ付村々御百姓とも及迷惑ニ候趣達ニ
　　　　　　　　　　　御耳一当年より御止以来御囲籾之内を摺らセ可レ被ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　召上一旨被　仰出候程之儀ニ候得共いまた悉くニハ御行届被レ為兼候、中ニも徃古よりの御定ニ者候得共、御普請丁場江罷出候人夫どもわづか宛之賃銭ニ而其日之食料ニも足リ兼、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まこと),寔)ニ及ニ難儀一、村方申合間損高懸リニ致し候向も有之由、又御郡ニ寄前々之仕来リニ而老若男女之無ニ差別一竈廻しニ夫役を為レ勤、●寡孤独病夫之者及難渋、或者身許之貧福ニ不レ拘、其作高ニ夫役を割懸農業之妨ニ相成候向も有之由ニ而御両国一統之難儀致し候儀者EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すみやか),疾)ニ
　　　　　　　　　　　　御上ニ茂御承知被レ為レ在被レ成ニ御改正一度之処、先年以来異国船御手当増御入用無限、其上

度々之天災ニ付而者引続莫太之御物入ニ而御勝手向必至御差詰ニ付御家中物成も三歩通七ヶ
年御借増被　仰出候程之御時節、剰去月十五日　御上屋敷御殿不残御類焼ニ付而者弥以御入
用EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さしと),差)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やり),湊)、如何とも可レ被ニ成遣一様無レ之候、乍レ去此儘御捨置ニ相成候而者兼々　御沙汰　　　之御趣意ニも相背き候儀ニ付、此度御評儀之上左之通御改正被　仰出候、中ニ者迷惑筋ニ相心得者も可レ有レ之哉ニも候得共、畢竟御普請之根元ハ人家田畑之囲ひ且用水食水等之手当皆以銘々相助けらるゝ所ニ而余之儀ニあらす、いつれも厚き思召之処恐察仕為ニ御国恩一、御両国一統相助相救ふ之心得ニ而御改正之御趣意堅く相守可レ申事、
一棟役又者廿日役と唱へ只今迄村々勤来り之夫役有之候得共、永々被レ成ニ御免一候間、来春より不レ及ニ罷出一事

但廿日役者被成御免候得共毎春被レ遣来り候地井手浚之歩銀者是迄通被レ遣候間、其村々ニ而引受、不為筋ニ無レ之様入念浚江可レ申事

一来未春より村々拾四六拾男子之者共代ル々々御普請丁場勤被　仰付壱人役賃米弐升五合宛被レ遣、其内EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すぐれ),勝)而骨折相働き候者江者相当之増夫被レ遣、虚弱ニ而壱人役得相勤不申もの江者相応之夫役被レ遣、毎歳九月見切ニして暮ニ御渡被遣、十月以後相勤候賃米者追送リニして、翌年之賃米と一所ニして御渡し被遣候間以後間損高懸リニハ不相成事」

と、この期にいろいろ農村に対する民政改革に手をさしのばしたことがうかがわれ、武家階級に対しても、これに対応してすでに３歩平均７ヶ年御借増、すなわち７ヶ年間家禄の３歩減捧の手を打ち、インフレをおさえているところへ、去月１５日江戸上屋敷が類火にかかり、全焼の災厄にかかったとある。

因伯における各種　　　これは安政５年１１月１５日につくられたものであるから、したがってこの布達文は同年１２
事件や天災　　　　　月のものである。元来、前述の通り嘉永・安政両度にわたる数年間は、全国的にも、因伯両国にもいろいろ変わった事件や天災の連続EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひん),頻)発した時期で、そのおもなるものを列挙してみると
　　　　　　　　　　　１、　安政元年 　 伯州大地震、諸州破壊（以下因伯大年表）
　　　　　　　　　　　２、　同　　年 　 佐伯文太（長瀬村利七）海外漂流のところ長崎に帰る。
　　　　　　　　　　　３、　同　　年　  山内篤處、池田分地松平荘敏の侍講となる。広瀬旭荘（謙）羽衣石城阯を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詠ず。

　　　　　　　　　　　４、　同　　年　　この年５月伯州河村郡宇野尾崎文五郎宗旨庄屋となる。

　　　　　　　　　　　５、　 安政２年　　江戸大地震、死者十数万人（大正１２年の関東大地震に匹敵する大被害で、
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 池田藩邸内でも死者９６人にのぼった）。

　　　　　　　　　　　６、  安政３年    関東大風死者１０万人、大砲急造のため各寺院のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼん),梵)鐘鋳つぶしの令発せら
                                        る。宇野村文五郎信仰上よりこれに反対建言をなす。
　　　　　　　　　　　７、　安政５年　　池田慶徳江戸より帰国、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こおり),郡)役所の新位置定まる。その中因州は吉成・浜大
                                        谷・宮下・河原・徳丸・浜村・古海・用瀬・伯州は上井・大塚（逄束）・御
                                        来屋・法勝寺・霞・二部。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒尾成章に本牧を、池田慶徳に大阪警備を命ぜられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この年コレラ始めて流行、又別に私立種痘館建つ。

                      ８、　安政６年　　この年６・７・８月つづいてコレラその他悪病流行、伯耆国河村郡田後村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師、入江玄隆コレラ防疫治療に尽し表彰せらる（御国日記）。
　　　　　　　　　　　９、　安政７年　　（万延元年）３月井伊大老の横死、１２月長瀬村百姓一揆（後述にゆずる）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この年伯州の河村郡大庄屋は戸崎文之右衛門、涌島長右衛門、八橋郡大庄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋は武信伊右衛門、佐伯仁右門久米郡大庄屋は笠見甚三郎、井上源左衛門、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤忠右衛門、

と、藩主・家老・家中・豪農・商・庶民もまことに多事多端な世相の中にあり、ことに農民に

対しては安政６年に、農兵設置の趣意書まで発布されるにいたった。前記の諭告布達は、こんな世相のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うず),渦)巻の中を切りぬけんとする藩の態度を示すもので、農民にとっても、身の引きしまるおもいのする布達である。

　なお諭告はつづく

職人人夫に対する　　　「一御普請丁場相勤候者共難儀筋無レ之様右之通賃米被レ遣、其御普請所之便利ニ寄式郡他郡之
布達　　　　　　　　無ニ差別一近辺より罷出様被成レ遣、勿論大庄屋中庄屋庄屋組頭并苗字御免之者上三段之者医師者
　　　　　　　　　　其身限子弟共丁場勤被レ成ニ御免一小頭御銀札小座并ニ中之上之者肝●禅門者其身迄丁場勤被レ成ニ
　　　　　　　　　　　　　　　　御免一候事
　　　　　　　　　　　　但御普請丁場EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たとい),仮令)遠方ニ而も稼之ため罷出度者有レ之候ハ、兼而其旨可ニ申出一候并ニ丁場勤御免之者ニ而も其身心得として罷出候ハゝ御仕ひ可レ被レ遣事

　　　　　　　　　　　一井手EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せき),堰)其外年々諸役普請之場所ハ被レ遣来リ之夫銀是迄之通被レ遣候間、不為筋無之様入念普請可レ致事

　　　　　　　　　　　一村々木出し夫之儀是迄被レ遣来リ之夫銀其儘被レ遣候事
　　　　　　　　　　　一用水井手堰EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(どて),堤)川除道橋等之御普請并御茶屋々々灘御蔵々々御修覆等之御用ニ仕ひ候職人共江
　　　　　　　　　　　只今迄御定之作料銀被成御渡処御下作料と違ひ、作料少く及ニ迷惑一就而ハ宿料も皆々者払不レ
　　　　　　　　　　　申由ニ而間損高懸り差出し勿論職人共も難渋之儀ニ付自今御下作料ニ准し左之通作料銀被レ成ニ
　　　　　　　　　　　御改一候間、宿料銀相対厳重ニ払ひ可レ申候、然ル上ハ間損高懸リニ者不ニ相成一事
　　　　　　　　　　　一上大工壱人作料銀　　　四匁八分

　　　　　　　　　　　一中大工壱人　　〃　　　三匁五分

　　　　　　　　　　　一下大工壱人　　〃　　　三匁弐分

　　　　　　　　　　　一上木挽壱人　　〃　　　三匁八分

　　　　　　　　　　　一中木挽〃　　　〃　　　三匁五分
　　　　　　　　　　　一下木挽〃　　　〃　　　三匁弐分

　　　　　　　　　　　一上　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そま),杣)〃　　　〃　　　三匁八分

　　　　　　　　　　　一中　〃〃　　　〃　　　三匁五分

　　　　　　　　　　　一下　〃〃　　　〃　　　三匁弐分

　　　　　　　　　　　一茅家根葺〃　　〃　　　三匁八分

　　　　　　　　　　　一瓦葺師〃　　　〃　　　三匁八分

　　　　　　　　　　　一左　官〃　　　〃　　　三匁八分

　　　　　　　　　　　一石　工〃　　　〃　　　四匁三分

　　　　　　　　　　　一桶　工〃　　　〃　　　三匁八分

　　　　　　　　　　　一黒　鍬〃　　　〃　　　三匁八分

　　　　　　　　　　　一石垣師〃　　　〃　　　三匁八分

　　　　　　　　　　　一畳　師〃　　　〃　　　三匁八分

　　　　　　　　　　　一御普請所江御買上之品々只今迄之御定直段御下相場より下EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ね),直)ニ而間損高懸リニ致し地主共及ニ迷惑一候趣相聞へ候ニ付、此度左之通被レ成ニ御改一候間高懸リニ者不ニ相成一事

　　　　　　　　　　　一土俵菰　壱枚代銀　　　壱分
　　　　　　　　　　　一筒抜俵　壱俵ニ付代銀　　　三分

　　　　　　　　　　　一竹類其時之直段ニ而御買上可レ被レ遣事

　　　　　　　　　　一樋板之間損只今迄EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みづしも),水下)江相懸リ及ニ迷惑一候趣相聞へ候、自今大工木挽江前段之通、相当之作料被レ遣候故、下奉行付ニ而為ニ仕立一間損無損無レ之様可レ被ニ成遣一事

　　　　　　　　　　一右之御仕法ニ而者莫太之御出方増ニ相成候ニ付来未年より村々生高ニ壱歩懸リ夫役米被成御取立并大庄屋始メ小百姓ニ至迄其身許之段ニ従ひ竈役米左之通壱人弐升五合宛被レ成ニ御取立一候事

　　　　　　　　　　　　但御郡ニ寄村ニ寄出作壱歩米或ハ工事給米と唱ヘ他村抜高江壱歩又ハ弐歩三歩懸来リ候向も有レ之由ニ候得共自今被レ成ニ差留一候事

　　　　　　　　　　　一拾三人役　　　　上ノ上

　　　　　　　　　　　一拾壱人役　　　　上ノ中

　　　　　　　　　　　一九　人役　　　　上ノ下

　　　　　　　　　　　一七　人役　　　　中ノ上

　　　　　　　　　　　一五人半役　　　　中ノ中

　　　　　　　　　　　一四　人役　　　　中ノ下
　　　　　　　　　　　一弐人半役　　　　下ノ上

　　　　　　　　　　　一壱人半役　　　　下ノ中

　　　　　　　　　　　一壱　人役　　　　下ノ下

　　　　　　　　　　　　但此段之内EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もろこ),諸込)ミ無竈之者ハ（居候、下男下女）役米御取立被レ成ニ御免一候事

　　　　　　　　　　一鉢屋竈役米壱軒壱人役之積を以来辻取極メ其村鉢屋竈段割ニして取立可レ致ニ上納一事

　　　　　　　　　　一□□竈役米壱軒壱人役之積を以来辻取極メ其村□□竈段割ニして取立可レ致ニ上納一事
　　　　　　　　　　　右之趣村々末々迄不レ残様可ニ申渡一もの也

　　　　　　　　　　　　　安政五年午十二月」（筆者所蔵文書で鳥取藩法集にもれているもの）

　　　　　　　　　　　上文書の中に「間損高懸リ」というものが多く出ているが、これは御用普請分仕の材料・職人・
人夫に対する藩の支私給料が辛いので、職人、人夫の要求額に充たず、その差額を村々が高に応
じて負担していたもので、前の「白石村不時入用帳」の中に記載してある「御用手合入用・御用
水之入用・御用苧茅代間損」などの費目がこれに相当するものであろう。この事実、はひいては

羽合郷各村々の事情にあてはめて判断する資料となる。
労働信念、金銭貸　　　ついで卯８月　日付とある文書は、年号はわからないが、その内容から見て天保２年、天保１４
借に関する布達　　　年、安政２年そのいずれかのものと察せられるが、鳥取藩法集にもれているもので、しかも農村に密接な内容をもっているのでとり上げてみよう。

　　　　　　　　　　　「…………前文少々欠ぐ…………

　　　　　　　　　　　兼而凶年之備ハ人々覚悟可レ致事故一飯之内一握充ニ而茂致レ簡略候様心懸凶年之難儀を不レ忘様相守候事肝要之事ニ候、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しばらく),暫)豊年打続何となく人々ゆるやかに相成、或者町家之EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まね),真似)を致、其日送之売買等を心懸、身之持能様相働候EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やから),族)数多有レ之段、以之外心得違EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふとどけ),不届)之至ニ候。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぢかた),地方)ニ生を受候而ハ農業ニ心力を尽し朝暮星を戴、骨を折御貢物を育候故、古より士民之備有レ之処、商家を学候儀ハEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にがにがしき),苦々敷)心得違候。当時若き者共身の様迄三十年も已前とハ格別替候様相見候。一村ニ而茂年長之者ハ能存居申事ニ候。惣而一村ニ而茂長年之者ハ敬候様無レ之候而ハ、村方和合不レ致事故、前々之風俗申きかせEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うけつたえ),承伝)置候様可レ致候。自分身持神妙悪心無レ之相慎候様ニ心懸不レ申而ハ家を治身を可レ持筋無之候。人々誠を尽し候様相務候得ハ天道EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かない),叶)、自然と天災ものかれ可レ申事故五人組合申合出精可レ申事
　　　　　　　　　　一不作致候者EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なお),等)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ざり),閑)ニ致置、御勘定之砌ニ至、御年不足申立、御追放（離農）願候儀ハ心得違ニ候前々被ニ　仰出一候御定法之通、初秋立毛見改不足ニ相見候ハ鎌懸不　致、同五人組合相改、自分鎌懸為致間敷候。　請作之者ハ地主江EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もど),戻)させ可　申事候
　　　　　　　　　　一近年EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くじ),公事)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さた),沙汰)（訴訟・請願）等内々最寄之方江頼を入候族、毎々有レ之様相聞候、内分頼候共非公事之者理ニ相当申儀ハ無レ之候。　惣而内々取扱致し候儀ハ無益之費多く村方衰微之基ニ候。前々被ニ　仰出一茂有レ之所、　不届之事ニ候。万事在方御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おきて),掟)相守可レ申事
　　　　　　　　　　一近年奉公人心得違余分ニ給米を望、其上前々より無レ之休日を申立、法外之儀有レ之様相聞不届之事ニ候右之通にてハ自然と作力劣候様相成事ニ候。奉公人我儘有レ之候而ハ徳人不ニ相立一、徳人不相立而ハ凶年之節小百姓EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しのぎかた),凌方)無レ之おのつから御追放ニも相成事候間、格別我儘之者ハ可ニ申達一候、急度可レ被ニ仰付一候
　　　　　　　　　　一諸借銀米EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さむらい),士)諸奉公人之銀主ハ御大法無レ之事故、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よんどころなく),無拠)、借用致候共、農人町人之取次を以借用可レ申段前々より被ニ仰出一候事故、滞銀米有之節ハ取次之者より可ニ申出一、自分催促ハ不ニ相成一事二候。万一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きびしく),稠敷)致ニ直催促一族も有レ之候者早速御役所江可ニ申達一候。　寺院茂同様之儀故万事取次之者取計可レ申事」
　　　　　　　　　　　ここでちょっと中断して、前数項の布告の内容について解説を試みることにする。

　　　　　　　　　　　前の内容は、鳥取藩法集の「町方御法度」「在方御法度」「家中御法度」などに散見する諸項目
　　　　　　　　　　を概括して布告した形式をそなえ第１項において農民の労働信念をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さと),諭)し、つぎに農民が年貢不納
　　　　　　　　　　を理由に離農し、らくな商業につく不心得を戒め、訴訟・請願などに裏口私訴、請願、賄EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ろ),賂)の曲
　　　　　　　　　　事によって、村方の過重な負担を警告し、農村奉公人の怠慢我がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まま),儘)を押え、第５項では家中やそ
　　　　　　　　　　の奉公人が金貸しから借金する場合は、然るべき農人・町人の取次保証をもって借金し、債権者
　　　　　　　　　　からの直接催促に応ずることなく、債権者はまず取次人に間接催促し、取次人から役所へ事情を
　　　　　　　　　　申し出る順序法式を定めている。その後の役所の対策はどうなるかは挙げていないが、借主の年
　　　　　　　　　　賦償還とするか、保証人に負担させるか、役所の弾力ある処置の余裕を残し、士諸奉公人の養護
　　　　　　　　　　と面目保持に気を配っていたことが察せられる。
上浅津村大山寺よ　　　借金といえば、個人個人の貸借ではないが、このころ上浅津村が諸入費やりくりのためか、大
り借金　　　　　　　山寺からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てら),寺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ざむらい),武士)を介し、同寺の建築準備金を融通してもらっている。無論庄屋以下の村役人の連
　　　　　　　　　　判保証であった。ところが役人の任期中に完済ができず、後任役人へ寺武士から再三厳談に及ん
　　　　　　　　　　だが、「それは前任者の責任で、私等には責任はない」と主張した。寺武士は寺院会計の背任の立
　　　　　　　　　　場になりかねないので、とうとう大庄屋戸崎文之右衛門や、尾崎文五郎に善後処置を訴えるとい
　　　　　　　　　　う事件があった。（戸崎文書＝文書の引用は省く）
香宝寺改築による　　　また浅津香宝寺では、安永（１７７２）年間に全焼し、天保１４（１８３８）年に改築するた
金銭貸借　　　　　　め、石州（島根県）銀山から莫大な金を融通してもらうことに成功している。その証文が同寺に
　　　　　　　　　　残っている。
　　　　　　　　　　　　　拝借申金子之EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こと),叓)
　　　　　　　　　　　　一正金千弐百両也　但　利合通シハ朱之算当ヲ以戍之十一月より来ル辰年迄七ヶ年成崩シ為
　　　　　　　　　　　　　質物且家不残
　　　　　　　　　　　　右者石州御領御要銀之内貴殿御取次ヲ以EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たしか),慥)ニ借用

　　　　　　　　　　　　申候処実正明白ニ御座候然ル上者当戍十一月より来ル辰年迄
　　　　　　　　　　　　七ヶ年之間済崩ニして少も無遅滞年々割合ヲ以速ニ御返済

　　　　　　　　　　　　可仕候万一本人不埓之義申シ返銀延引仕候ハゝ本人不及申

　　　　　　　　　　　　受人方江茂如何様共厳敷御折EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ママ),鑑)可被成候勿論其節一言否哉之
　　　　　　　　　　　　御断申間敷候縦令如何様之義出来候共此銀子ニ於而者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　格別之御要用銀ニ御座候間外并ニ不抱元リ相加江速ニ御返済

　　　　　　　　　　　　可申候為後証印形取揃拝借証文差上候処依而如件

　　　　　　　　　　　　　　　借主伯州河村郡下浅津村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香　　宝　　寺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同寺後住

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　　内　　郷　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請人且家惣代同村庄屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　　兵　　衛　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同村年寄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請人利　左　衛　門　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　且家惣代上浅津村

　　　　　　　　　　　　　天保九年　　　　　　佐一左衛門

　　　　　　　　　　　　　戍六月日　　　　　同村寺庄屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請人多　　　　　吉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　且家惣代水下村庄屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清　　　　　七　㊞

会見郡川崎村

　善左衛門殿

　　　　御取次

　　　　世話人八橋郡穂波村

　　　　　　　　　　太　　平

石州銀山

　御役所　様

証文が寺に返っているから、借金は皆済となったものであろう。石州銀山は幕府の直轄領（天
領）で、個人に貸し出すことはありえないが、銀山主の私有銀を、千両や２千両融通することは何んでもない。それにしてもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(だん),檀)下にとっては容易ならぬ金額であり、その取次関係者とみえる会見郡川崎村の善左衛門や、その取次人を世話した穂波村の太平も、相当な有力者であり、一向宗信者であったであろう。

田畑耕作台帳、浮　　　さて本筋にもどり、前記論文の第６項目からつぎつぎ列挙する。

浪人対策・寄附金　　一田畑EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みづちょうめん),御図帳面)一切農人之可レ為ニ名前一事御大法（莫府法）ニ候処、近来EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みだり),猥)成儀共有レ之様相聞
などに対する布達　　候、御図帳腰張士諸奉公人寺院町家等名前不ニ相成一事故、急度相糺可レ申事
　　　　　　　　　　一度々被　仰出候通御断も不ニ申上一無縁之者村方江差置候儀者不ニ相成一事御大法候所、心得違浪人亦者帳外之者内証ニ而差置候儀有レ之様相聞不届之事ニ候、万一子細有レ之節者村方亡所ニも及候儀御条目之趣、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つぶさに),具申)聞、庄屋年寄五人組申合厳重ニ相改可レ申候、心得違之者ハ早々可ニ申達一候、若隠置候ハ本人ハ不レ及レ申村役人可レ為ニ越度一事
　　　　　　　　　　一近来様々之品申立御郡役人共手前江米銀無心申族数多有レ之様相聞候右等之儀無レ拠請込追而内証高割杯ニ繕候而ハ以之外心得違ニ候、在方御法有レ之候得ハ厳重断可ニ申EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のぶ),演)一候、此等之儀EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なおぎり),等閑)ニ有レ之候而ハ御郡役人より御法を背ニ道理一ニ候得者其儘難レ被ニ成置一筋茂出来致事ニ候、自然強而所望申EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やから),族)有レ之候ハ名前等可ニ申出一、諸EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごんげ),勧化)（寄附）茂右ニ准し、たとへ相対勧化御免之族ニ而も人々存寄勝手次第候得者押而勧候儀不相成事ニ候
　　　　　　　　　　　一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばくち),博奕)之儀度々被　仰出候所、近年心得違候者多有レ之様聞候、畢竟不吟味より事起申事ニ候得ハ村方役人者不レ及レ申五人組合厳重ニ友吟味致しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふらち),不埓)之者可レ申レ達候、勿論EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かくし),隠)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(めつけ),目附)（探偵人）見当次第御召捕可レ被レ成候、其節ニ至リ等閑ニ相務候村役人等、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きっと),急度)御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ただし),糺)可レ被レ成事
　　　　　　　　　　　一近来在中所ニ寄河原者（役者芸人）万歳等之EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ものまね),物真)似致候者有之様相聞候、農業を忘不届之事ニ候、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すべ),都)而遊民者不ニ指置一地方御法ニ候得者、急度致ニ詮議一　可ニ申達一候、　右等法外之者ハ追而御召捕被レ成候間、若し隠置己後物相顕ハ村役人可レ為ニ越度一事
　　　　　　　　　　　　右之通被　仰付候間村々末々迄可被申渡候以上

　　　　　　　　　　　　　　卯　八月　日

布達違反に対する　　　この後半の５項目も、前半５項におとらぬきびしいもので、初項の田畑御図帳（耕作地図）腰
処置　　　　　　　　帳（野取帳？）などには、すべて地主？の名前を書きのせ、民耕地を神社寺院等無年貢地（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よけ),除)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ち),地)）
としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かく),隠)してはならないと警告している。これは御大法（幕府法）であると明示している。この
法に背いたことが発覚し、庄屋○○左ヱ門はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はりつけ),磔刑)に、３族も罪科になり、御郡奉行河島仲右ヱ門
は閉門となった実例が、東郷中興寺村にある。(因府年表・因伯大年表貞亨２－３年＝１６８５－６)
　　　　　　　　　　　田畑調査に、地主と耕作下受人、即ち小作の名前も併記するいわゆる「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぶんづけ),分付)」の方法もあるが、
こうした慣例は羽合郷にはなかったようで、古地図をみても、地主の名前だけ書き入れてある。

浮浪人の処置　　　　　つぎは、浮浪人（無宿者）に対する処置を指示している。浮浪人で官服・帯刀EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぎ),擬)装し、山奉行　とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さ),詐)称して会見郡落合村に入り込み、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょうかつ),脅喝)、無銭飯食、家主の妻に横恋慕し、訴えられてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さらしくび),晒首)の刑に処せられた、清谷村無宿喜左衛門当己３７才の高札写しが筆者の手もとにある。時代は安政４年１０月のことである。
上司への借銀米の　　　そのつぎは上司への借銀米の抑制と、いわれなき寄附に応じて村の負担となってはならないと

抑制と寄附の制限　　の戒めで、高割付など勝手なことをせぬよう村役人に指示している。しかし、こうした諸EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かんげ),勧化)（寄附）の例は、長江村音田九良右衛門の寛保ごろの日記や、長瀬村戸崎文之右衛門記録の中には、出雲大社・伊勢のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おし),御師)などに対する寄附が割り付けられている事実があり、大社講・金毘羅講・伊勢講の組織などもその一例である。こうしたことによって、かえって民間信仰は深められて行ったことも認めてよい。ただ藩としては、一粒でも貢租米から無駄こぼれせぬよう警戒していたことがわかる。
博奕に対する警告　　　つぎは農村のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばくち),博奕)流行に対する警告で、村役人・五人組の友吟味を励行せしめ、違犯検挙を予告している。しかし各郡内の宿場や、宿場近辺の農村には、相当この悪習がしみこんでいたようで、長瀬村明治６－７年編成の、いわゆる壬申戸籍令による旧戸籍には、相当数の犯罪符EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せん),箋)がついている。前記中庄屋である分尾崎の「極内々書上控帳」にも、大部分がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばくち),博奕)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せっ),窃)盗犯が内書されている。娯楽にとぼしかった農村の風俗が推察できる。
農民の娯楽の制限　　　最後の項目は、農村における定休日以外の娯楽の厳禁で、都会の遊民風俗に対し極度に神経をとがらせ、農地農耕から一歩も踏みはずさないよう、前半第１項と呼応した諭告である。この戒めを犯した一例に、泊村原の若者組が、大阪河原者の踊を習って実行したので、一家親族、村役人もろ共にきつい謝罪制約書をとられている事実がある。民主主義社会の、今日の農村風景とは雲EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(でい),泥)の差である。
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